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1.バ ス ・ダ ン スの歴 史

 バ ス ・ダ ンス(Basse Danse)は, ダ ンス の ス

テ ップ が初 め て 記 録 され た(1445年)ダ ンスと して, 

舞 踊 史 の 上 で は重 要 視 され て い る。 こ の ダ ンス は

15世 紀 の ヨー ロ ッパ にお いて, 貴 族 達 の 間 に最 も

流 行 した 社 交 の た め の ダ ンスで あ り, また 結 婚 式

の プ ロセ ッシ ョ ンと して も踊 られ た。 しか しユ6世

紀 末 には, 人 々か らす っか り忘 れ られ, 現 在 で は

文 献 に 残 るの み で あ る。

2。 バ ス ・ダ ンス の資 料

 15世 紀 の バ ス ・ダ ンス の 資 料 と して, まず第 一

に上げ られ るの は"The Brussels Manuscript"(資

料1)で, この手 書 き の 豪 華 な本 は 編者 及 び 筆者

は不 明 で あ る。 お そ ら く, 15世 紀 の 後半 に書 か れ

た もの と言 わ れ て い る。 内 容 は58の バ ス ・ダ ンス

の ス テ ップ と音楽 が記 録 され て い る。 そ の他 ス テ

ップ の 説 明 及 び バ ス ・ダ ンス の セ オ リー も書 か れ

て い る。 この 時 代 で は, 本 は非 常 に 高価 な もので, 

貴 族 達 に と って 宝物 の一 つ で あ った。この ダ ンス ・

マ ニ ュア ル は 黒 色 の紙 に金 で 五 線 が 引 か れ, そ こ

に銀 で音 符 が書 か れ て い る。 五 線 の下 に は, バ ス・

ダ ンス の 題 名 と音符 の数 及 び, mesure(ダ ンス ・

ス テ ップ の ひ とか た ま りを意 味 す る)の 数 が記 入

さ れ, そ の下 に ダ ンス ・ス テ ップ が記 録 され て い

る。 次 に, これ と同 じ頃 に 印刷 され た もの と言 わ

れ て い るMichel Toulouzeに よ る"L'art et Instr-

uction de bien dancer"(資 料2>が あ る。 Toulouze

は, ダ ン シ ン グ ・マ ス タ ー で な くプ リンタ ーで あ

る。 これ も誰 れ に よ って編 集 され た の か不 明で あ

る。 内 容 は48の バ ス ・ダ ンスの 音楽 と, ス テ ップ 及

び ス テ ップ の説 明 や ダ ンス の セ オ リー が書 か れ て

い る。(資料1)と 同 じよ うに, 各 々のペ ー ジに二 っ ず

っバ ス ・ダ ンス が掲 載 さ れ て い る。(資料1)及 び

(資 料2)の 上 段 のバ ス ・ダ ンス は, "Le petit

Rouen"と 言 う題で, これ は, そ の他 の ダ ンス ・マ

ニ ュ アル(Salisbury 1497, 及 びRobert Coplande

ユ520)に もみ られ る。 お そ ら く これ は ポ ピュ ラー

なバ ス ・ダ ンス で あ った と思 わ れ る。 そ こで こ の
"Le petit Rouen"の ダ ンスと音 楽 の再 現 を試み た。

3. リ ク リエ ー シ ョ ン

 バ ス ・ダ ンス の ス テ ップ は, R:Reverence, b:

branle, s:simple, d:double, r:reprise, c:con-

g6の6つ の ス テ ップ に よ って 構 成 され て い る。 音

符の数 とダンス ・ステップの数が同じであるか ら
一つの音符はステップの時間的長さをあらわ して

いるのであるが, どのくらいのテンポで演奏され

たのか不明である。現在, 音楽家が演奏するバス
・ダンスの曲のテンポでは, 15世紀の絵画などに

見 られる衣裳を着てのダンスは不可能と思われる。

 15世紀において, バス ・ダンスが踊 られた結婚

式や舞踏会は, 貴族達にとって重要 なイベントで

あった。ダンスの技能を見せる機会であったばか

りでなく, 彼等にとって, 高価な衣裳をまとって

衆目の中に立つことは, 自身の財力や権力を示す

良い機会で もあった。彼等は互いに豪華さを競い

合ったことだろう。

 "Wedding Dance"(1500)と 題 した絵(資 料3)

は, フランスのバーガンディ地方 の上流階級の結

婚式を描いたものである。女性は円錐形の長いベ
ールのついた帽子(身 分の高い女性程帽子の高さ

は高か ったと言われている)を かぶり, 腹部にボ

リュームをもたせた, 長 く裾を引く服を着ている。

当時は, 糸を練る技術が未熟であったため, 太め

の糸で織 られた布であった。その上に, 金糸や銀

糸で刺繍がほどこされ, 宝石が縫いこまれていた

ので, かなり重い衣裳をまとっていた。男性にと

っても, 帽子は身分をあらわす もので, 身分の高

い人程複雑な形のものをかぶ っていた。肩や胸に

パ ットを入れ肩幅を広 く, 厚 く見せるダブレーを

着, しかし脚部はぴったりとしたタイッ(現 在の

伸び縮みする材質のものではない。)をはいて, 先

きのとがった靴をはいていた。現在のダンス ・コ

スチュームの概念からは全 く異なったコスチュー

ムである。

 ダンス ・ステップのテンポを考えるために, ま

ず(資 料3)に ならってコスチュームを製作 し, 

着用 して踊ってみると, 一つのステップは約4秒

余 りは必要だと言 うことがわかった。又ステヅプ

は, 3カ ウントで踊るより4カ ウントで踊る方が

踊 りやすか った。以上の二点をミュージコロジス

トに伝え, 音楽のリ クリエーシ ョンを依頼した。

 元来ダンスの動きを文字で書きあらわすことは

困難である。その上これ らのダンス ・マニュアル

は, バス ・ダンスを知 っている人のために書かれ

たものであるか ら説明は簡単である。だか ら, バ

ス ・ダンスのステップを再現するにあたって, 研

究者によってその受けとめ方が異なる。

 この分野の研究ではパイオニアと言われるイギ

リスのMabel Dolmetschは, "Le petit Rouen"の

音楽とダンスの再現を試みている。ダンスについ

ては, 彼女自身のクリエーションを加えているの

で信頼 しがたい。音楽については, 全 く踊ること

が不可能である。アメリカでは, Ingrid Brainard

が現在 この分野の第一人者である。彼女の研究は

広範囲にわたる文献によって支え られ, 研究の成
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果 は認 め られ て い る。

さて, 各 々の ステ ップ を どの よ うに リ ク リエ ー

シ ョン したか で あ るが, まずReverence(R)は お じぎ

を 意 味 す る。 当 時 の 人 々 に と って, お じぎ は 日常

的 動作 で あ るか ら方 法 につ い て くわ しい 説 明 は な

い。Brussels MS, Toulouzeの プ リ ン ト及 びCop-

Iandeの 説 明 を み る と, 男 性 のお じぎ は 「左 足 で す

る」 と言 うことは わか るが, どの よ うに す る の か全

くわか らない。 そ こで15世 紀 の絵 画を み る と, お じ

ぎの場 面 を描 いて い る ものに は, 左 足 を後 ろ に 引 い

て い るの が み られ る。 本 来 お じぎを す る こ と"to

bow"は 「膝 を まげ る 」 こ とを 意 味 して い る とい う

こと なの で, Reverenceは 左 足 を後 ろ に引 き両膝 を

まげ るこ とに した。Thoinot Arbeauに よ って書 か

れた ダ ンス ・マ ニュアル"Orchesography"(1589)に

よ る と, お じぎ と共 に帽子 を とる ことが書 か れ て い

る。 しか し, 15世 紀 の ダ ンス ・マニ ュ アル に は 帽子

を とる ことにつ いて何 も書 か れて いな い。 この点 に

っ い てBrainardは, 「15世 紀 の 男 性 は複 雑 な形 の

帽子 をか ぶ って い た。4又 は3カ ウ ン トの間 に帽

子 を と って お じ ぎを し, ま た 帽 子 を か ぶ り直 した

とは考 え られ な い。 お そ ら く, 15世 紀 の男 性 は帽

子 を と ら なか っ たで あ ろ う。」と言 って い る。 女 性

の お じぎの方 法 につ い て は, 15世 紀 の ダ ンス ・マ

ニ ュ アル の 中 に は書 か れ て い な いが"to bow"本

来 の意 味 を 考 え て, Arbeauが 述 べ て い る よ う に, 

両 脚 をそ ろえ て 立 ち, そ して 両 膝 を ま げ る方 法 を

と っ た。 男 性 及 び女 性 と もに, お じぎの 時 は 上 体

を ま っす ぐ にた も ち, 互 い に 目 を 交 し合 った と言

わ れて い る。

 branle(b)は 横 にス イ ングす る動 き で, 左 足 そ し

て 右 足 と体 重 を 移 す 時, や さ し くパ ー トナ ー と目

を交 し合 う こ と が ダ ンス ・マ ニ ュア ル に述 べ られ

て い る。

 simple(s)は 前 に一 歩 進 む動 作 で, 二 歩 で 一 つ の

音 符 の 長 さ とな って い る。

 double(d)は 三 歩 前 進 し, 四 歩 目 は両 足 を そ ろ え

る よ う に考 え た。

 reprise(r)は 説 明が不 明瞭 で, リ ク リエ ー シ ョ

ンす るの に は最 も困 難 な ス テ ップで あ る。

 Brainardは, ま ず 後 ろ に足 を引 き, そ の足 に体

重 を か け, 次 に前 足 に体 重 を 移 し変 え る よ う に リ

ク リエ ー シ ョ ン して い る。 彼 女 は 「こ の よ うに し

た こ とに満 足 して い る」 と, イ ンタ ビュ ーで 言 っ

たが, 15世 紀 の ダ ン ス ・マ ニ ュ アル か らは, そ の

よ うな前 後 に揺 れ る運 動 は考 え られ な い。 む しろ

シ ンプ ル に, 後 ろ に 下 が る ス テ ップ で はな いだ ろ

うか と思 う。

 cong6(c)は バ ス ・ダ ンス の 最 後 に す るお じぎで, 
パ ー トナ ー と観 客への感 謝 をこめてReverenceと 同

じよ うな方 法 で, ゆ っ く り とす るお じ ぎで あ る。

 各 々 の ス テ ップ の は じめ は, 男 性 及 び 女性 と も

左 足 か らは じめ る。repriseの み右 足か ら後 ろ に さ

が るよ うに した。

 ス テ ップ の 説 明 には, "raising the body"と 言

う説 明 が しば しば あ る。 ス テ ップ の始 め は体 を上

げ る よ うに し, ス テ ップ の 終 わ り は膝 を ま げ る よ

うに して, ダ ンス の動 き に高 低 を つ け る よ うに考

え た。

 15世 紀 のダ ンシング・マスタ ーGuglielmo Ebreo

は, 踊 る時 の女 性 の姿 勢 に つ い て"Her glance

should not be proud nor wayward, gazing here 

and there, as many do. Let her, for the most 

part, keep her eyes, with decency, on the gro-

und; not, however, as some do, with her head 

sunk on bosom, but straight up, corresponding 

to the body, as nature teaches almost of her-

self."と述べている。15世紀の女性の帽子は, 自由

な首の動きをさまたげたことだろう。うつむきか

げんで踊る女性の姿勢は, 貴族達にとって美しく

グレースフルに見えたのか もしれない。

4. ま と め

 バス ・ダンスはお じぎに始まり, お じぎで終わ

る。つまり, おじぎはダンスの一部である。日本

舞踊の作品にもおじぎで始まり, お じぎで終わる

作品があり, 奇妙な一致があっておもしろいと思

った。

 日本人女性が着物を着た時に経験することであ

るが, 普段は洋風の衣服にす っかりならされてい

るか ら, 非常に窮屈な思いをす る。歩行は歩幅を

せまく, 内またで歩かなければならない。それは, 

着物が体の自由な動きを制限 していると共に, 裾

を乱 して歩いた ら 「み っともない」と言 う伝統的

な美意識があるか らだ。 日本人としてのこのよう

な経験は, この研究の初期の段階で, ダンスが単

なる身体の動きとしてとらえるのでなく, 小 さな

動きでもそこには, その時代や, 国 ・社会の文化

が影響 し合っているものと考えた。だか ら, この

研究にあたって単にダンスの動きのみならず, バ

ス ・ダンスを繁栄 させた文化, 歴史的背景など, 

広範囲にわたって調べ, バス ・ダンスの再現を試

みた。

この研究は, 舞踊史の理解を深めるために, ま

たダンスの動きについてセンサビリティを養 うた

めにもよい研究であったと思 う。
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追 記

ニ ュ ー ヨー ク大 学 で ま とめ た 修 士 論 文"ARe-

Creation of the Fifteenth Century Basse Dan-

se"(1978)以 後, 何 度 か バ ス ・ダ ンス の パ フ ォ ー

マ ンス を経 験 した。 この 発 表 は, 長 年 に わ た る研

究 とパ フ ォ ーマ ンス に よ って 得 た もの の集 約 で あ

る。

(資 料1)

(資 料2) (資 料3)
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